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〈Abstract〉

WhenwethinkaboutthemethodsoftranslatlngJapaneseintoChinese,there

isthedirectmethodoftranslationatoneend,andthe"freetranslation"method

attheotherend･By"freetranslation"Imeanthatthereisnoexactcorrespon-

dencebetween thewordsandsentencesinthe twolanguages,yet thereisstill

COrreSPOndenceinthemeanlng.Thisarticlestudiesthetypesandreasonsforfree

translation.

In section2,the types of free translation are discussed.Theseinclude:free

translation ofindirect expressionsinJapanese(J)into direct expressionin

Chinese(C)(sect･2･1),free translation fromJinto rhetoricalquestionsin

C.(sect.2.2),free translation to"reverse"(sect.2.3),and free translation

fromJtoexplanatoryexpressionsinC(sect.2.4).

Insection3,thereasonswhyfreetranslationisneededbecauseofthedifference

in expressions betweenJand Cis considered according to the followlng

Classification:free translation because of the typICaldifference between

expressions(sect.3.1),free translation because of the difference between

ParticlesinJand"Jieci"and"Jieguobuyi"in C(sect.3.2),free translation

becauseofdifferencesinexpressionforpartsofthebody(sect.3.3),andfree

translationbecauseofotherdifferencesinexpression(sect.3.4).

キーワード:表現のズレ､助詞､介詞(介詞)､浩果朴培(結果補語)､

肉体部分の表現

序

｢日中対照表現論一意訳(日→中)について-(Ⅰ)｣では二､｢意訳の類型｣としてニー

1｢間接的表現(日)の意訳(=直接的表現(中)への意訳)｣ニー2｢反語表現(中)

への意訳｣ニー3｢｢逆から｣の意訳(中)｣について考察した｡又､ニー1｢間接的表現

(日)の意訳(=直接的表現(中)への意訳)｣の下位分類としてニー1-①｢肉体部分の

慣用句(日)の意訳｣ニー1-②｢抽象的表現(日)の意訳｣ニー1-③｢動作について
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の間接的表現(日)の意訳｣があり､それぞれについても言及した｡本稿ではそれらに続

けてニー4｢説明的表現(中)への意訳｣三｢意訳の起こる理由からみた分類一表現のズ

レによって起こる意訳-｣について考察する｡以下､各論に移る｡

ニー4 説明的表現(日)の意訳

以上､見てきた意訳(日→中)例の他に次のようなもの(異なった角度からの再検討も

含む)も存在する｡

ニー4-① 日本語的表現(日)の意訳

それぞれの言語に固有の表現というものがあるであろう｡そして､それは他の言語には

明示的(explicit)な表現として存在しないために説明的表現となる｡(そのことだけをもっ

て両言語の表現の異同を云々するのはまちがいであるとしても(12))固有の表現というも

のの存在は無視できないであろう｡その意味でこの項をたてることには､説明的表現(中)

への意訳を通じて､逆に日本語に固有な表現､日本語的表現を照射するという意味がある

であろう｡

二岬1-①では｢肉体部分の慣用句(日)の意訳｣として｢目｣(｢眼｣)や｢口｣｢首｣

｢耳｣等肉体部分の慣用句のあるものがより貝体的､説明的に中国語に意訳されるのを見

たのであるが､それらは大きくはこの項で扱う｢説明的表現(中)への意訳｣の下位分類

として存在するものでもあろう｡そして､慣用句には｢(1)単語の表す本来の意味と直接関

係ずけられないもの(どじをふむ･ねこをかぶるなど)と(2)単語の本来の意味を比喩(ひ

ゆ)的に用いたもの(骨が折れる･顔がつぶれる･鼻が高いなど)とがある｣(13)ことを

考えればニー①ではそれら(1)(2)の分類には意を用いなかったといえる｡ここで､そのこと

に注意して考えると､ニー①で既述のものでは(1)に属するものとして｢大目に見る｣

("不(会)技麻煩")/｢口を聞く｣("斡旋")/｢顔が利く｣("有交情")/｢耳にす

る｣("析到")などを挙げることができる｡又､この他に｢頑を切り替える｣("祷変思想")

/｢顔が売れる｣("出名")/｢耳よりな(話)｣("値得一折的(話)")/｢(どこの)馬

の骨｣("来序不明的家伏")(14)なども(1)に属するものであろう｡

もちろん(1)に含まれる慣用句には以上のような肉体部分の慣用句だけではなく｢相手に

まわす｣("以～男対手")/｢甘く見る｣("礁不起""往好赴想"等)/｢気が合う｣("感

情融拾")/｢気がする｣("覚得""感到")などがある｡

(2)に含まれる慣用句は多く､ニー①で既述のもの(上に述べた(1)に含まれるものを除い

た残りのもの)以外にも｢足を洗う｣("以～脱身")/｢頭が下がる｣("軟風'')｢油を売
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る｣("内遊")/｢荷を下ろす｣("卸下包被")/｢右に出る｣("腹這""比～強")など

がある｡

又､慣用句が広くは慣用表現に含まれる(16)ことを考えれば｢ある社会で特に用いられる

通用語｣(など一般に慣用語と呼ばれるもの)(17)に含まれる｢一目おく｣("飲倒")/

｢板につく｣("老辣""合身")や故事･ことわざの類にも注意を払う必要があるといえる｡

注意しなければならないのは以上のものの多くがいずれも中国語では説明的表現となっ

ているということである｡中国語を母語とする日本語学習者には修得が困難なものの部類

に属するであろう｡

複合動詞[Ⅴ.･V2]の後項動詞[V2]のうち､補助動詞的要素をもっものは①｢減

訳｣される②"状培"(=｢連用修飾語｣)を使用して意訳される③"結果朴培"(=｢結果

補語｣)や"方向朴培"(=｢方向補語｣)を使用して意訳される､などによって中国語と

対応することになるようである｡(18)①は除くとして､②③はいずれも説明的表現に意訳

されている｡

又､口頭語も次のように説明的表現に意訳されることが多いようである｡｢彼らは社か

ら支給された握り飯をばくつきながら～｣→"他m

｢佐山は知らん顔をしていた｡｣→"佐

指杜提供的懐団､～"/

語彙的レベルになると､次のように説明的表現に意訳されるものは多々､見受ける｡日

本語的表現であるといえる｡｢片田舎｣→"偏僻的山村(里)"/｢立てつけが悪い｣→"南

口象是美不芦芙"/｢むきになる｣→"玖貞"/｢全くのお上りさんですので～｣→"我是

失一回来,～"/｢離れ(に住んでいる)｣→"(居住在)屋后的男一↑房子"/｢人気者｣

→"最受款迎的人物"｡

ニー4一② 擬態語表現(日)の意訳

擬態語表現(日)も説明的表現に意訳されることが多い｡

(12)晴れた秋空に赤とんぼがすいすい飛んでいました｡

秋夫晴朗的天空中1翔｡

(12)は"状培"を用いた意訳例である｡この他､｢せかせか(歩く)｣→"慌慌弛張地(走)"

/｢こっそり(あとをっける)｣→"愉愉地(尾随)"/｢どんどん(減る)｣→"一↑劫ノL

地(減少)"/｢しげしげと(見入る)｣→"珊瑚(打量)"等､"状培"を用いた意訳例 は

無数に存在するが､次のように"状培"以外のものを使った意訳例もある｡"専用功量詞"
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(=｢専用動量詞｣)を使ったものには｢一瞬､眼鏡の奥で､目がきらりと光るのを感じた｡｣

→"瞬同､我感到他眼晴在眼囁后面内 "といった例があるし､"数量短培"(=｢数

量単語｣)を使って｢画面がばっと変わり､工場の場面から彼の故郷の海になる｡｣→"画

人工｢的場面変成他家巧的大海｡"とする意訳例もある｡又､成語を使い｢鬼監

督の告がいっ落ちるかと､選手たちは練習中もたえずびくびくしている｡｣→"不知那凶

悪的教辣什A吋候会友火,逼功馴■]在韓可中不対士 "とする場合もある｡更に

"状悉朴培"(=｢状態補語｣)を用い｢今週はスケジュールがぎっしり詰まっていて一日

もあいている日がない｡｣→"速星期的日 一天空閑也没有｡"とした意訳例

もある｡その他､｢ぽかんとする｣→"友莱"/｢ハッとする｣→"憤呆"など"結果朴官'

を使用する場合もあるが､やはり"状培"を用いた説明的表現(中)への意訳例が一番､

多いようである｡

三 意訳の起こる理由からみた分類

一表現のズレによって起こる意訳一

両言語は体系を異にするのであるから､当然のことながら､｢加訳｣｢滅訳｣｢転換｣な

どの操作による対応ということだけでは説明のつかない表現が存在することになる｡その

観点から｢意訳｣という概念を導入し､二､｢意訳(日→中)の類型｣でその諸相を考察

したのであるが､この項ではより｢表現上のズレ｣という｢意訳｣の起こる理由の面から

｢意訳｣について考察してみたいと考える｡二が｢比喩性｣の観点からの｢対応｣を中心

とした分類であるのに対して､三はより､そういった意味の｢対応｣では説明がつかない

ものを中心とした分類であるともいえる｡

三-1 典型的な表現のズレによる意訳

(13)最もかわいらしいのはパンダだ｡

最可変的要墓熊猫了｡(19)

(14)そんなことはまあどうでもいいと高男は思った｡(『射程』)

高男喜念又想: 巴｡(『射程』)

(15)｢ところがですねえ杉田さん､今度はこっちからお願いだが… ‥｣

(『幸福』)

｢封了,杉田兄,現 ｣(『幸福』)

(13)は【"数(shti)"+名詞】の形で｢(並はずれた部類に属することを表す)
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に数えられる｣という意味の"数(shli)"(20)を用いた意訳例である｡日本語の表現より､

より密な表現である｡(14)は"由"を用いた"由宅去"という表現で､元来の｢(それの)好き

にさせろ｣という意味であるが｢どうでもいい｣という日本語と対応させている｡(15)は

｢～の番が回ってくる｣という意味の"輪(到)～"という表現を日本語の｢こっちから～｣

という表現に対応させている｡(13)(14)(15)に共通して言えることは日本語と中国語の表現の対

応に何らかの操作による対応というものが見出せず､｢意訳｣としか言いようのない関係

だけが日本語とそれに対応する中国語の間に存在するということである｡又､そのことは

両言語が体系を異にすることの証左であり､日本語的(又は中国語的)な表現が｢意訳｣

の際に表面化するのであって､その表現の差を｢表現のズレ｣と呼ぶのである｡

以上の(13)(14)(15)の他に｢表現のズレ｣のあらわれたものとして次のような例がある｡｢御

前は行っても可いんだよ｡折角誘って呉れたもんだから｣→"祢去看戎把! 請了咽

m｡"/｢気の利いた新聞記者ならこんな目には誰だって五､六回は会っているよ｣→"就

是机克的新聞記者也

した｡｣-→"

石並上五六回的迭神厄逼的哨!"/｢わたしは真っ青になりま

"他にも類例は多数､存在するであろうが､以上､見たような｢表

現のズレ｣(=対応が著しく見られない｢表現のズレ｣)について今後､より精緻な研究を

行う必要があるであろう｡

三-2 助詞(日)と``介詞′'(中)``結果朴培′′(中)のズレによる意訳

次に問題となるのは助詞(日)を含む表現と"介詞"(ex."用""向")"結果朴培"(ex.

"～在")(中)を含む表現のズレの問題である｡助詞(日)と"介詞""結果朴培"(中)

には粗い意味での対応はあるであろうが(ex.｢ペン竺字を書く｣→"翔鋼笠写字")現実

には次のようなズレもみられる｡やはり意訳の部類にいれておいた方がよいであろう｡

(16)女二人は尻にハンカチ畳敷き､足を揃えて草の上に伸ばした｡(｢地｣)

繭個女人用手相乗塾在屁股下,把讐腿並排著伸在草地上｡(｢訂｣)

(17)この犀ケ崖を通るとき､速水たちは肩垂旦下げているズック鞄を小腋に抱え､弁

当箱や筆箱の音をことことさせながら､橋の上をいっさんに駆け抜けるのが常だっ

た｡(『轄』)

通迂犀崖的吋候,速水他¶-1空室常把持姦肩上的帆布事包挟在賂肢富里,1也似地肌

析上組迂去,協会和旬篭金弄得噂塔噂塔作鴫｡(『暗』)

(16)は｢尻にハンカチ萱敷く｣という日本語の表現を"用手相来塾在屁股下"と意訳した
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ものであり､その意訳された中国語をもう一度日本語にすると｢ハンカチを用いて(ハン

カチで?)尻に敷く｣となる｡｢～を｣という助詞(日)を含む表現と"介詞""用～"を含

む表現にはズレがみられるが､そのズレを意訳によって補っている例である｡

類例には｢かつて父親はこんな口旦実の息子にきいたことはなかった｡｣→"迂去,父

采以来没有療法利口吻同来生ノL子謝請｡"といった例があるが､他の日本語の表現が意訳

されて"用～"となる場合もある｡たとえば次例がそうである｡｢タバコを人差指と中指

些圃旦はさんで～｣→層食指和中指挟着一支香梱～｡"

(17)は｢肩から下げているズック鞄｣という表現を"持奉肩上的帆布事包"と意訳した例

であり､意訳された中国語をもう一度､日本語にすると｢肩に下げたズック鞄｣となる｡

｢～から｣という助詞(日)を含む表現と"～在"という"結果朴培"を含む表現にはズレが

みられるが､そのズレを意訳によって補っている例である｡他の日本語の表現が意訳され

て"～在"となる場合として次のような例がある｡｢両手竺顔を覆った｡｣→"把自己的胆埋

在双手里｡"｢～で｣という助詞を含む表現は意訳され"～在"という"結果朴培"を含む表

現となっている｡

又､意訳による日本語の助詞を含む表現と中国語の"介詞"を含む表現のズレの例とし

て｢友だち垂阜はもう金は借りられないのかね｣→"南祢的朋友再借点ノL筏,不行?"と

いったものがある｡日本語の助詞｢～から｣は〔友だち→金の借手(=この場合｢聞き

手｣)〕といった方向を表すのに対して､中国語の"介詞""向"は〔金の借手(=この場合

｢聞き手｣)→友だち〕といった日本語とは逆の方向を表すものである｡やはりそこには意

訳が介在しているといえるであろう｡又､｢通過する場所を表わす｣(21)｢～を｣という

｢補語｣を含む日本語の表現も中国語の"介詞"を含む表現に意訳される場合もある｡たと

えば､｢公園旦散歩する｣→"垂公国里散歩"/｢日本全国旦歩き回る｣→"棄萱日本各地走
走"といった例がそうである｡

三-3 肉体部分の表現のズレによる意訳

｢肉体部分の慣用句(日)の意訳｣については､すでにニー1-①で言及したが､次

のように肉体部分の表現のズレが存在することもある｡そうした場合も意訳に含めて考え

ることにする｡

(18)｢そうですな｣

中村常務は亘をかしげ､ある種のうす笑いを浮べた｡(『棲』)

"是吋｡"中村歪着朱,股上浮現出某神微笑｡(『孤狼』)
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(19)｢まるで幽霊の村だわ｣

夕暮れが迫って冷気をました風の中で､真紀子が寒そうに埜をすくめた｡(『黒』)

"筒亘是座幽克村阿!"

随着暮色降悔,到来的夙刺骨般寒冷｡

真紀子不由得額 ～ (『黒』)

(18)は｢肉体のより狭い部分(日)→肉体のより広い部分(中)｣へと意訳した例である｡

具体的には｢首をかしげ｣の｢首｣を"歪大"の"失''としている例である｡この場合の中

国語の"失"は｢首から上をいい､顔を含めていう場合｣(22)のそれであり､単に日本語の

｢頑｣と同じでない中国語の"失"である｡

こうした肉体のより狭い部分(日)→肉体のより広い部分(中)｣の意訳例として､｢首｣

を含むものについては｢亘を傾ける｣→"歪喜"/｢亘を振る｣→"揺萱"/｢(～の方へ)

首を廻す｣→"把米韓向(～那辺)"/｢首をすくめる｣→"皆済"/｢首を出す｣→"探出

朱去"などの例がある｡又､他に次のような意訳例もある｡｢瞼に思い描く｣→"

浮現出～"/｢型をあげる｣→"拾起朱"/｢(銀平も)些が燃えた｣→"(領平的)膝也友

梁了"｡語レベルでも日本語と中国語の間に一対一の対応が見られない好例であろう｡

(19)は｢体をすくめる｣を"縮障子"とした例で(18)とは逆に｢肉体のより広い部分(日)

→肉体のより狭い部分(中)｣の意訳例である｡類例には次のようなものがある｡｢顔をし

かめる｣→"敏 '/｢手を頑にやる｣→"把一隻手掌按

又､以上のような肉体部分の表現のズレだけでなく､広く語レベルでの表現のズレも存

在する｡そうした表現のズレが起こるのは主として統語("搭配")上の要請に基づくの

であろうが次のような例がある｡｢人間のJL､のなかはどうなっているか知っているかい｣

-→"体知道人ノL 是什暦祥子?"/｢あら､いまも､いい顔していらっしゃるわ｣→"喋

酌,体現在返鮮義貞美｡"/｢｢あなた… ‥｣夫人はおだやかにいった｡｣→"

･｣夫人平心静気的封丈夫説:"｡最後の例は統語上の理由による意訳とい

うよりは言語習慣上の理由によるものといった方がよいように思える例である｡

三-4 その他の表現のズレによる意訳

最後に表現上のズレの意訳として言及したいのは次のようなものである｡

捌 ｢あきらめずにやりましょうよ｡我々があきらめてしまったら､地獄がのさばる
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ばかりだ｣(『死』)

"干口巴,不要茨J亡▲､｡我¶'1一次心,只育 "(『擬』)

帥 こんな言葉を叩きっけられて､とっさに答える術を持っている親がいるだろうか｡

(『ポプラ』)

問題時､父母回答得出来喝?(『白楊樹』)

鋤は｢地獄がのさばる｣という日本語の表現を"使陶王帯(更)覇道"(=｢閣魔大王

に横暴なふるまいをさせる｣)という中国語の慣用的､比喩的表現に意訳している例であ

る｡こうした慣用的､比喩的表現に意訳する他の例として次のようなものがある｡｢それ

から､大きな体をしているくせに､臆病なんです｡｣→"逐有,人蛙得那A粗壮,偏偏腱

"/｢天候に恵まれれば､～｣→"要 請,～"/｢何をやっ

てるのか分ったもんじゃねえな｣→"天暁得他椚在幹什暦｡"もちろん､この他にも中国

語にはこうした慣用句､比喩的表現は多数存在する｡逆に､中国語の表現を適切な日本語

の表現に意訳する際にも問題となる個所である｡

帥は｢(言葉を)叩きっけられる｣という擬人的表現(日)を"被同到"(=｢聞かれる｣

｢たずねられる｣)という客観的表現(中)に意訳した例である｡類例には次のようなもの

がある｡｢車の警笛を浴びせられた｣→"～

使したので､この指が反乱を起したんです｡｣→"因

'/｢この指をあまり酷
‖

～

I O

擬人的表現の適用可能範囲は両言語によって異なるのであろう｡しかし､又､外国語の翻

訳が増大していくことによって､ある程度の標準化はなされていくことであろう｡

以上の他には熟語表現(中)への意訳(23)などが表現のズレによる意訳として挙げられ

る｡又､二で言及したもので､この三-1,2,3で言及しなかったものは､三一4に含

まれると考えてよいであろう｡

四 結 江
口lコ

以上､意訳(日→中)の諸相に関して､二ではその類型について考察し､三では｢意訳

の起こる理由からみた分類｣について考察した｡概して言えることは(中国語の表現に比

べての)日本語の表現の間接性ということである｡それは意訳(日→中)の際にとりわけ

際だった特徴として顕現するもののようである｡又､ニー4で扱った｢説明的表現(中)

への意訳｣は慣用句のうち､(中国語に一対一の対応のない)日本語において明示的

(explicit)な(その意味で固有な)慣用句表現や擬態語表現の存在などによって起こるも
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日中対照表現論一意訳(日→中)について(Ⅱ)-

のである｡

こうした表現の間接性や(固有な)慣用句､擬態語の存在は(日本語を母語としない)

日本語学習者が日本語を習得する上で困難な学習個所となるものであるが､それは同時に

又､｢日本語らしさ｣の表出でもある｡外国語(本稿では中国語)との一対一の対応が著

しくみられない､日本語に固有な､特徴的な表現の存在-そこから生じる意訳(日

→中)の諸相を考察し､そうした表現の存在に思いを致す次第である｡

【注】

(12)類似表現が､ある意味で､存在することがあるから｡

(1罰同(4)書p.310

(14)同(5)書

(15)院事玉編(1986)『日培常用短培』上海経文出版社

(16)同(4)書p.310

(17)同(4)書p.310

(18)①(=｢滅訳｣される場合)の例として次のようなものがある｡(表現の一対一の対応が厳し

い意味では存在しない｢減訳｣例である｡語レベルの意訳と考えることも可能である｡)｢それに

しても今夜は町がえらく落ち込を竺いるね｡人がはとんど歩いていない｡｣(『死』)→"今晩街上
可是太冷清了,几乎没有人出来閑起｡"(『死』)/八切亜希子は疲れていた｡今日は朝から原稿集

めに飛びまわっている｡(『死』)→八切亜希子屈得眼疲倦｡今天以早上起就到姓奔走収集稿件｡

(『疑』)②(="状培"を使用して意訳される場合)の例として次のようなものがある｡ ～人ご

とのように､まるで調子づいてしまってこんなことを喋り重三三いる｡(『掌』)→～地却把官嘗

別人的間事一様責愈説愈投機喋喋不休地又這暦説了:)(『極』)/速水は灼けたコンクリートの

上に立ちっくしていた｡(『賠』) 勺熱的混凝土的地坂上｡(『暗』)③(="要吉果朴

培''や"方向朴培"を使用して意訳される場合)の例としては次のようなものがある｡母親は駄

菓子の紙袋の口を握り上里王立ち上がりながら､靴の紐を椅麗に結んでいる運転手に言う｡(『掌』)

→司機在那見把皮牲的碍子繋得好帥気｡那母親便把装了糖果的紙袋袋口抑乳 走了過去,封司機

説了:(『極』)/彼らは要するに私同様､敗北した軍隊から弾き出された不要物であった｡(『野

火』)→息之,他¶■1都和我一梓,是被吃了敗伎的部臥 贋物｡(『野火』)

(19)北京･対外経済貿易大学､北京･商務印書館､小学館共同編集(1990)『日中辞典』小学館p.

1327

鋤 同(19)

糾 寺村秀夫(1982)『日本語のシンククスと意味Ⅰ』くろしお出版p.108

¢勿 北京･商務印書館､小学館共同編集(1992)『中日辞典』小学館p.1444

銅 たとえば次のような例がある｡姉のおどおどしている様子が暁子には見ないでもよく判った｡

(『青衣の人』)→暁子可以想像姓 子｡(『吉衣人』)/｢今夜はここへ泊めて戴くわ｣
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そう言い放っと､鏡子は上がり柩にべたりと腰をおろした｡(『射程』)→"今晩我要在退ノL迂夜!"

領子竜不客『地説芸, 在入口赴的∩檻上了｡(『射程』)

≪用例採取書目一覧≫

①王宏編(中華民国81)『日語慣用語例解手相』《人慣詞彙慣用語専輯》鴻儒堂出版社

②三浦綾子(1991)『あのポプラの上が空』(=『ポプラ』)講談社

朱侃蘭訳(中華民国80)『白楊樹上有藍天』(=『白楊樹』)聯淫出版事業公司

③松本清張(S.39)｢地方紙を買う女｣(=｢地｣)(『松本清張短編全集6 青春の彷捏』所収

光文社)

鐘肇政訳(1991)｢訂地方報的女人｣(=｢訂｣)(『青春の彷捏』所収 志文出版社)

④石川達三(H.2)『幸福の限界』(=『幸福』)新潮社

劉慕抄訳(中華民忽80)『幸福の限界』(=『幸福』)還流出版事業股扮有限公司

⑤渡辺淳一(H.3)『無影燈(上)』角川書店

渡辺淳一(H.4)『無影燈(下)』角川書店

金中･董並君訳(1992)『白衣的変悉』黒友江人民出版社

⑥森村誠一(1989)『死海の伏流』(=『死』)文垂春秋

杓毅文･黄夙英訳

⑦松本清張(1981)

鐘肇政訳(1991)

⑧井上 靖(1991)

呂立人訳(1986)

⑨有吉佐和子(S.

(1987)『議案追踪』(=『疑』)軍事経文出版社

『馬を売る女』文垂春秋

『責馬的女人』志文出版社

『流沙(上)』『流沙(下)』文垂春秋

『愛的奏喝曲』中国文朕出版公司

54)『恍惚の人』新潮社

秀豊･潤慧訳(1978)『恍惚的人』朝陽出版社

⑲森村誠一(S.62)『黒い墜落機』(=『票』)角川書店

呂立人訳(1987)『黒色1机的墜落』(=『黒』)中国青年出版社

⑪刺月竿､清文媒､故毛筆(1983)『実用現代渓培培法』外国培教学与研究出版社

⑫郭雅坤,王彦良､恕良編著金慕筏串校(1987)『日渓象声形志副詞詞典』知倶出版社

⑬松本清張(S.52)『棲息分布』(=『棲』)講談社

末金玉(1987)『孤狼』法律出版社

⑭川端康成(S.63)『みずうみ』新潮社

林拝金･張仁信訳(1987)『湖･山之音』海峡文乞出版社

この《用例採取書目一覧》は(ほぼ)提出順､引用順に列挙したものである｡
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